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歴史を体感できるまち　太田

世界に誇るものづくりの躍動感と 先人の

息吹が今に伝わる歴史の街 太田市は今 歴史

を礎に ミライにつながる産業振興 快適な

地域交通の推進 市民に寄り添うデジタルシ

フト の３本柱で未来型産業都市への変革を

加速させています この街の多面的な魅力に

触れ 郷土の奥深さを分かち合いませんか

すべての可能性は太田市から ここから 太

田市の新たな未来が始まります。
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伝統を紡ぎ 次代を創る

太田市長 穂積 昌信

栗田雅美館長栗田雅美館長

前沢哲也学芸員前沢哲也学芸員　

資料館の前に立つ 新田義貞公之像
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遺跡出土品 国重文 東金

井町 は １万 年前の縄文時代草

創期の貴重な土器 表面には爪形の

文様が付けられ 底の部分が細く尖
とが

った特徴が見られる 端正な顔立ち

で 左肩に鷹を乗せた オクマン山古

俌の鷹匠埴輪 市重文 城西町 は

鷹を使って狩りをする人を表現した

貴重な埴輪で 市内から出土した中

でも特に人気が高い。

新田義貞の後半生

を の場面で描いた

新田義貞金屏風

江戸時代 や、岩松

家純が室町幕府６代

将軍・足利義教から

拝領した「新田家伝

来の白糸威腹巻 市重文 が並ぶ 世良田東

照宮に伝わる 狩野安信 探
たん

幽
ゆう

の弟 ら狩野

派の絵師が描いた 板
ばん

面
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著
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県重文 など貴重な逸品も展示 新田氏ゆ

かりの板
いた

碑
び

や中国から輸入された青磁の大

皿（長楽寺蔵）も収蔵 展示している

養蚕が盛んだった上州では 新田猫

絵 が天敵のネズミから繭を守るとされ

重宝された 新田氏の末裔
ま つ え い

・岩松氏は江

戸後期の温
あつ

純
ずみ

から俊
とし

純
ずみ

まで４代にわたり

猫絵を描いた 展示では それぞれの画風

を見比べることができる 幕末に活躍し

た俊純は 明治に入ると男爵
だんしゃく

となり 猫男

爵 バロン・キャット と呼ばれた。新田

猫は 市のキャラクター ネオタ のモデ

ルとして今も親しまれている

北関東随一の工業都市として発展を続ける太田市。歴史

は古く、古代から人々の暮らしが営まれてきた。発掘され

た古俌からは貴重な土器や埴輪が出土し、中世には新田氏

が現れて歴史に名を刻んできた。新田荘歴史資料館では、

市内で出土した埴輪や、新田岩松家に伝わる甲冑
かっちゅう

や絵画な

どを展示している。
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